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この シリ ー ズ は 主として シャ ク ガ 科 の 幼虫 を 属 単位 で まとめ , 科 の 系 統 分 類 を 完成 させ る 一 助 と す 
る た め 始 め た が , 今回 は Ourapteryx と Tristrophis に つい て 報告 する . 

この 2 属 は 一 般 に ツバ メス エダ シャ ク と 呼ば れ , 7 種 が 知ら れ て いる . 従来 は 4 属 で あっ た が 井上 
(1977) に よっ て 2 属 に まとめ られ た . 筆者 は 両 属 の 7 種 の 幼虫 を 飼育 し , 主として 形態 的 な 比較 研 
究 を 行い , 各種 の 特徴 を 明らか に する こと が で きた の で 報告 する . 本 報 で は 原則 と し て 十分 に 成長 し 
た 終 令 幼 虫 に つい て 記載 し , 各部 の 刺 毛 の 名 称 , 記号 な ど に つい て は 前 報 に し た が う . Ek, BOR 
列 な ど 分 類 学 上 の 扱い は 井上 (1977) に し た が うら. | 

本 研究 を まとめ る に あたり 日 頃 か ら 御 指導 いた だ いて いる 井上 寛 博 士 , PRAIA SLE LG 
に 研究 材料 を 提供 下さ っ た 佐藤 力 夫 氏 , 元 田 泰則 氏 , な ら び に ヒメ ツバ メ エ ダシ ャ ク の 写真 の 反転 を 
お 願い し た 山本 光 人 氏 に お 礼 中 し 上 げ る . 

Ourapteryx は 2 亜 属 6 EDE L, 幼生 期 に つい て は 長野 (1910) が シロ ッ バ メ エ ダシ ャ ク の 全 形 図 
を 示し , 形態 お よび 幼虫 越冬 , 経過 習性 な ど に つい て 報告 し て いる . し か し , それ は ウス キツ バ メ エ 
ダシ ャ ク の 誤り で ある こと を 熊倉 (1955) は 指摘 し , 同時 に シロ ッ バ メ エ ダシ ャ ク の 両 種 に つい て 全 
WE, 刺 毛 図 な ど は 示し て いな い が , 外部 形態 に つい て 細か く 記 載 し , 合わ せ て 幼虫 越冬 , 経過 習性 
に つい て 報告 し て いる . 食餌 植物 に つい て は シロ ツバ メ エ ダン シャ ク は 佐々 木 (1902) が イヌ ガヤ ャ を 記 
録 し た の を 初め と し て 全 種 に つい て 解明 され て いる . また , Ttistrophis は トラ フツ バ メ エダ シャ ク 1 
EDAT, 中 島 (1969, 1976), 佐藤 (1977) が 食餌 植物 に つい て 報告 し て いる の み で ある . 


Genus Ourapteryx LEACH, 1814 


頭 部 : 頭 幅 は 高 さ の 0.50.6 倍 位 で ある が , ウス キツ ッ ツバメ エダ シャ ク は 他 種 に 比べ て 幅広 く 約 
0.7~0.8 倍 あ る . 刺 毛 は 1 次 刺 毛 の み で , Pl は P2 の 内 方 に あり , 中 縫 線 と 前 頭 縫 線 の 合わ きっ た 点 
お よび AF2 と の 位置 関係 は 種 に よっ て 相違 する . L1 と Pl の 位置 関係 も 種 に よっ て 相違 し て いる . 
Pl と P2 の 間隔 は Pl A3 と ほぼ 同じ か や や 短い . A3 は フト スジ ツバ メ エ ダ ジ ャ ク で は AFI と 同 
じ 高 さき で 他 の 種 で は 上 に 位置 し , Pl と A2 へ の 長 さ は ヒメ ツバ メ エ ダシ ャ ク を 除い て ほぼ 等 し い . 
A2 は Pl と P2 の 外 方 で と メッ バ ベ メ エダ シャ ク を 除い て F1 の 上 方 に ある . F1 は Fa の 少し 上 に あ 
る . Pl と A2 の 間隔 は P1 と P2 の 約 2 倍 . 

Og: 上 唇 の 切れ こみ (abral emagination) は 約 1/3~2/5 で ある が , シロ ツバ メ エ ダシ ャ ク は 約 
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1/4 で 浅い . 表面 M の 刺 毛 は 1 直線 上 に な く M2 を 頂点 と する 直角 三角 形 と な る . 裏面 の 上 咽頭 咽 
Æ (epipharyngeal seta) の らち 最 内 側 (EP1) は 上 唇 縁 か ら や や 離れ て いる . また , 中 央 の も の (EP2) 
は シロ ツバ メ エ ダシ ャ ク を 除い て 長く , KBR SLOWS. 大 腫 は 8~10 本 の 末端 歯 を も ち 外 
側 の 1~3 歯 が 大 きい が 種 に よっ て は 4 歯 も 大 きい . 4 或いは 5 番 以降 は 内 側 に いく に し た が っ て 小 
さく な る . 形状 は 種 に よっ て 異な り , 特に 外縁 に 突出 部 を も つ 種 か ある . 内 歯 は 欠く . 吐 糸 管 の 長 さ 
は 基部 の 幅 の 約 15~1.7 倍 で 先端 に いた る まで 幅 は ほとん ど 同 じ で ある . Jj TAX 
える が か が, 末端 刺 毛 は 越 さ な い . MA OWE (terminal lobe) に は 2 個 の 乳頭 状 構造 (papilla-like struc- 
ture) が み ら れ , 種 に よる 大 き な 差 異 は な い . 

胴 部 : 体 は 細長 く 尾 方 に ゆく に し た が い 太 く な る が 形状 は 種 に よっ て 異な る . 特に 突起 の 有無 或 は 
形状 は 分 類 の 特長 と な る . 本 属 に は A6 OHO MV 刺 毛 の 近く に 明瞭 な 1 本 の 過剰 刺 毛 を 生 . じ て 
いる が , これ は Tristrophis に ゃ も 現れ, 両 属 の 特徴 と 思わ れる . 

TI の D1 は XDI の 背 方 で , D2 は XD2 と 同じ 高 さ か や や 上 に ある . XDI と XD2 の 間隔 は DI 
と D2 に ほぼ ほ 等 しい. SDI, L1, L2 は 他 の 刺 毛 に 比べ て 微細 で ある . T2 の D2 は DI の や や 頭 方 で , 
SD2 と D2 と の 位置 関係 は 種 に よっ て 相違 する . T3 の D1 は フラ トス ジッ バ メ エダ シャ ク で は D2 の 
や や 尾方 で ある が , その 他 の 種 で は D2 と 環 節 縁 か ら 同 長 で ある . SD2 と D2,L3 の Li 位置 関係 は 
種 に よっ て 相違 する . 

腹部 の D1 は Al と AS で は 気 門 の 直 背 方 か 尾方 , A2~A6 で は 頭 方 , A7 で の 位置 は 種 に よっ て 
相違 する . また , DI と SD1 の 位置 関係 は トン シロ ツバメ エダ シャ ク を 除い て A1 と A8 で は SDI OB 
Jic, その 他 の 節 で は 種 に よっ て 相違 する . SD1 は Al で は ヒメ ッ バ メ エ ダシ ャ ク と コガ タツ バ メ エ 
ダシ ャ ク は 除い て 気 門 の 直 背 方 に ある が , 他 の 節 で は 種 に よっ て 異な る . L2 の 位置 は Al で は 気 門 
の 中 央 か 下端 の 高 さ の 頭 方 で L1 と 気 門 の 長 さ の 約 2~3 倍 あ る . A2 マ AS で は 気 門 の 前 腹 方 で A6~ 
A8 で の 位置 は 種 お よび 節 に よっ て 相違 する が , 腹 方 か 尾方 に 位置 する . L1 は Al で は 気 門 の 中 央 の 
高 さ に 位置 し , A2~A8 で は 下端 の 高 さ か 下 に 位置 する が , 種 に よっ て 少し ずつ 相違 する . L4 は 
A1<A4 で は 気 門 の 頭 方 で A7 で は 気 門 の や や 尾方 に 位置 し , その 他 の 節 で は 種 に よっ て 相違 する . 
L3 と L4 お よび SV3 と の 位置 関係 は 種 お よび 節 に よっ て 相違 する . SV 刺 毛 群 は A1 で は 2 本 , 
AT~AI で は 1 本 で ある . Al で は SV2 FRX, SV1, SV3 と VI は ほぼ 1 直線 上 に ある が , SV1 の 
位置 が 不安 定 で 1 直線 上 に な い 個 体 が 見 られ る . L3 は Al と A2 で は D2 の や や 頭 方 , A3~A7 で 
は 尾方 で 最後 方 に 位置 する が , フト スジ ッ バ メ エ ダシ ャ ク の み は AL~AT で 最後 方 に ある . T1 OR 
門 は 種 に よっ て 多少 異な る が Al OFM 12-14 fF, A8 の も の は TI と 同じ 大 き さ の も の も ある が 個 
体 に よっ て 変異 が ある . RH EO L 刺 毛 の 位置 は L1 が L2, L3 の 尾方 で L2 が L1 に 近い が , ショ 
ツバ メ エ ダシ ャ ク で は 等 間隔 で ある . MLI は L2 と L3 の 間 で 位置 は 種 に よっ て 少し 異な る . CD2 
は L2 DEFT L3 より L2 に 近い . CP1 と L2 の 位置 関係 は 種 に よっ て 相違 し , CP2 は L1 OBH 
に ある . 肛 上 板 (anal shield) は 丸 味 を 帯び る が 先端 の 中 央 は へ こせ. SD1 と D1 の 位置 関係 は 種 に 
よっ て 相違 する . D1 は D2 の 外 方 で 左右 の D1 の 間隔 は D2 の 倍 か それ 以上 で ある . そし て DI は 
Li の 内 方 に 位置 する が , ヒメ ツバ ベ メ エダ シャ ク で は 同 じ で ある . 釣 瓜 は 長短 二 型 の 平 環状 で , 中 央 
部 は 薄 状 突起 に よっ て 分 けら れ て いる . 数 は A6 で 30~36 A, E: 36940 本 で ある , ショッ 
メ エ ダシ ャ ク は 全般 に 少な い . 

種 問 の 相違 は 頭 部 の P1, L1, A3, A2 の 位置 , 口 器 で は 大 股 の 形状 , 上 唇 の 切れ 込み , 胴 部 で は 全 
体 の 外形 , 突起 の 有無 お よび 形状 な ど に 現れ , また , 各 刺 毛 配列 に 種 の 特徴 が 現れ る . 


種 の 検索 表 
1. A5 の D2 東毛 は 癌 上 か 突起 上 に 生じ る . ATO DI は 気 門 の 頭 方 に ある . 肛 上 板 に 多数 の 小 環 
が ある (Subgenus Ourapteryx). V. «oec eer yb CAE UE Se Rs A OUR RR Leese ed 2 
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— AS の D2 刺 毛 の 基部 は 隆起 し な い . A7 の DI P607 IB S. 肛 上 板 に 小 環 は な 
い (Subgenus Euctenurapteryx). i. vede e b amt RR E Er RE RR ERR Y maculicaudaria 
2. A6 0 D2 刺 毛 の 基部 は 隆起 し な い . A8 の D1 刺 毛 は 突起 上 に 生じ る 3 
— A60 D2 刺 毛 は 交 上 に ある . A8 の DI 東毛 は 突起 上 に な いか , 刺 毛 の 基部 が 弱く 隆起 する 
3. 頭 部 は ほとん ど 無 紋 で A2 刺 毛 は FI と 同じ 高き さか 下 に ある . Alo D2 HERBECA 


——— ——————— —— Peur CE subpunctaria 


X RETE IARE DE obtusicauda 
4. 頭 部 の LI 刺 毛 は P1 の 下 に ある : A3 刺 毛 は P1 より A2 に 近い . KROECH $5 
RSE の ES の SD n C S bSexar fae EC x e DO CE TED ale nomurai 
— 頭 部 の L1 $E x Pl と 同じ 高 さ か 上 に ある : A3 刺 毛 は Pl と A2 か ら 等 間隔 で ある . KIB 
PTS: CTI E EET ETE TOTO EET 5 
5. A3 ofalloN AV AS&HueAAu*5b.-torcuc LI SV1, SV3 刺 毛 が か ある. Al, A8 の 
SD1 Vt SUP LO GATING 35s UEM DR EUR REOR URN GN EE persica 
— A3 の 側面 は 滑ら か で ある か , 気 門 の 後 腹 方 が 弱く 隆起 する . Al, A8 の SD1 は 気 門 の 直 背 方 に 


Ourapteryx (Ourapteryx) persica MENETRIES 
フト スジ ツバ メ エ ダン シャク (Fig. 50) 


1. 外部 形態 

体長 60 mm. 

頭 部 (Fig. D: 刺 毛 PH AF2 の 下 で , 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 点 の 下 に 位置 する が , 多少 変異 
が ある . L1 は Pl の 少し 上 方 に 位置 する . PI と P2 の 間隔 は Pl と A3 に 等 し い . 

O3 (Figs. 7, 17, 18): 大 腸 の 末端 歯 は 9 本. 上唇 の 切れ 込み は 約 2/5 CHS. 

胴 部 (Figs. 19-22): T2 の SD2 は D2 の 尾方 か , 環 節 綴 か ら 同 長 で ,L3 は L1 と 同じ 高 さ で ある . 
T3 の SD2 は D2 の や や 尾方 か D2 と RED bI CRI THA. L3 は SD1 の 腹 方 で L2 と ほ 
ぼ 同 じ 高 さか や や 背 方 に ある が 変異 が ある . T2 の SD1, T3 の SD1 は 大 き な 冶 状 突 起 に 生じ , TI の 
D1・SD2, T2 の DI- D2» L3: SD2-* L3 基部 は 小さ く 隆 起す る . DI は A2—A5- A7 で は SD1 
と 環 節 縁 か ら 同 じ 長 さ で A6 で は 頭 方 に 位置 する . SD1 は T2 で は 微細 で T3 で は 微細 で な い . L1 
は Al + A5 で 気 門 の 中 央 の 高き , A2~A4- A8 で 下端 の 高き , A6・A7 で は 気 門 の 下端 の 高 さ か 下 
に ある . L4 は Al~A4, A6, A7 は L3 DEH, A513 L3 と ほぼ 同じ 高き で ある . L3 は A1—A3 で 
SV3 の 背 方 , A4 で SV3 と 同じ か 腹 方 , AS で は 同じ 高き さ で ある . 腹部 の A1vAS の SD2, SV, VI 
を 除い て 隆起 上 に 生じ る 場合 が 多い が , A6~A8 に お いて も D 刺 毛 お よび SDI は 小さ な 隆起 上 に 生 
じ , A6 の D2 は 特に 大 き な 突 起 上 に ある . また , A3 の 気 門 の 後方 に 大 きく 側 方 に 突出 し た 交 が あ 
D, L1, SV3, SV1 が 生じ る . BLE (Fig. 33) の ML1 は L3 より L2 に 近い . 肛 状 板 の SD1 は 変異 
が あり , D1 の 尾方 の も の が 20 個体 中 10 個体 , 同じ 高 さ の も の が 6 個体 , 頭 方 に 位置 する 場合 が 4 
個体 で あっ た が , 初 令 幼 虫 で は D1 と 同じ 高 さ で ある . 尾 脚 の L3 か ら L2 の 後方 部 に 帯状 に 多数 の 
小 環 (annuelet) が 生じ , また , CP2 の 上 部 に も ある . 

2. 体 色 斑 紋 

頭 部 は 暗 礼 色 で 中 央 部 か ら 上 部 に 黒色 の 小 斑 が 多数 ある . 体 は 全体 に 細く , RBS CHIR IT 
け て 見 える . MRE, AS 背面 後方 は 帯状 に 隆起 し , A3 の 側面 の 気 門 の 後 腹 方 の 部 分 は 側 方 に 
大 きく 突出 し て いる . 腹面 は 背面 お よび 側面 に 比べ て 淡色 と な る . 胴 部 の 背面 お よび 側面 に 小さ な 癒 
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が 多数 生じ , 特に 側面 に 多い が , 個体 に よっ て は ほとん ど 生 じ な い 場 合 も ある . 

本 種 は 次 種 に 酷似 する が 次 の 相違 点 が ある . 本 種 の 頭 部 の 幅 は 前 胸 と 同じ 位 で ある . 体 色 は 全体 に 
淡色 で 赤 味 は 弱い . A3 側面 に 大 き な 癌 状 の 突起 が あり , AS 背面 の 帯状 の 隆起 が 次 種 よ り 大 きい . 
な お , 採卵 で の 観察 で は 本 種 の 卵 は 産卵 時 は 昔 上 白色 で 223 日 た つと 樽 色 を 帯び , PME iA k 
赤 味 が 強く な る が , 次 種 で は 産卵 時 は 緑色 で 293 日 後に 褐色 を 帯び る . 

3. 所 検 標本 

新潟 県 妙高 , 燕 温泉 26. VI. 1976 (8 頭 , 食 樹 フサ ザク ラ ): 神奈 川 県 愛甲 郡 札 掛 19. VI. 1977 (12 頭 , 
食 樹 フサ ザク ラ , シダ レ ヤ ナギ , 初 令 幼虫 20 頭 ) 以上 中 島 採集 , 共に 採卵 し て 飼育 し た も の で ある . 
4. 生態 に 関す る 知見 

次 種 は 幼虫 越冬 する こと が 知ら れ て いる が 本 種 も 成虫 の 発生 状況 か ら み て 幼虫 で 越冬 する と 思わ れ 
る . 食 樹 は 野外 の 観察 に も と ずく 記録 の み を 記し , * 印 を 付 し た も の は 本 報 で 始め て 記録 され る も の 
で , 以下 も 同じ と する . 

食餌 植物 (4 科 , 418): Larix leptolepis カラ マツ (マツ 科 ), Rubus pseudo-acer ミヤ マニ ガイ チ 
ゴブ (バラ 科 ), Staphylea bumalda ミツ バウ ツ ギ (ミッ バウ ッ ギ 科 ) (中 島 , 1976) ; Euptelea polyandra 
フサ ザク ラ (ヤマ グル マ 科 ) (矢崎 , 1977) 


Ourapteryx (Ourapteryx) nivea BUTLER 
ウス キッ ツバ メニ エダ シャ ク (Fig. 51, 52) 


1. 外部 形態 

体長 60 mm. 

頭 部 (Fig. 2): 刺 毛 P1 AF2 お よび 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 点 の 少し 上 に ある が , 変異 が あり , 
同じ 高き に な る 個体 も ある. L1 は P1 と ほぼ 同じ 高 さ で ある . P1 と P2 の 間隔 は P1 と A3 に 等 し い 。 

Hà (Figs. 8,13): 大 腸 の 末端 歯 は 9 本 . 上唇 の 切れ 込み は 2/5 CHS. 

胴 部 (Figs. 23, 24): T2 の D2 は DI の や や 頭 方 , SD2 は D2 l Riko” SA CRIT, L3 は 
LI oid 5. T3 の SD2 は D2 の や や 尾方 で , L3 は SD1 の 腹 方 で L1 と ほぼ 同じ 高 さ に ある . 
T2 の SD1 は 他 の 刺 毛 に 比べ て 微細 で , T3 の も の は 微細 で な い . T2 の SD2, SD1, L3 と T3 の 
SD1 の 刺 毛 の 基部 が 隆起 する 場合 が 多い . 腹部 の D1 は Al で 気 門 の 尾方 , A7 で は 頭 方 で SD1 と 
の 位置 関係 は A1・A2 CHA, A3~A5, A7 で は SDI と 環 節 縁 か ら 同じ , A6 は 頭 方 , AS で は 同 
じ か 尾 方 に ある . SD1 は Al. A8 で 気 門 の 直 背 方 , A2~A7 で 頭 方 に ある . A6~A8 0 L2 は 気 門 
の や や 頭 方 に ある . LI は AL * A3 AS で は 気 門 の 中 央 の 高 さき, A2 で は 下端 の 高き , A6~A8 で は 
下 に 位置 する . L4 は Al~A6 で L3 OFF Fe, 同じ 高 さ で , A7 で は 腹 方 に ある . L3 は Al-A4 
で SV3 と 同じ 高 さ か や や 背 方 で , AS で は 腹 方 に 位置 する . Al の 背面 後方 は トン ッ 状 に 隆起 し , 基部 
に D2 が あり , AS 背面 後方 部 も 癌 状 に 大 きく 隆起 し その 基部 に D2 が 生じ る . A6 の D2 も 小さ な 
突起 上 に 生じ る . 尾 脚 上 の ML1 は L3 より L2 に 近い . 肛 上 板 (Fig. 36) の SD1 は DI. と ほぼ 同じ 
高 さ の も の が 多い が , 尾方 に ある も の と 頭 方 に ある も の が 18 個体 中 4 個体 ずつ あっ た . 

本 種 も 前 種 同様 に 初 令 幼虫 で は DI と ほぼ 同じ 高き に ある . 肛 上 板 の 中 央 部 に 多数 の 小 環 が 生じ る . 

2. 体 色 斑 紋 

頭 部 は 暗 褐色 . 頭 部 の 幅 は 前 胸 よ り 幅 広い . 体 は 全体 が 赤 味 を 帯び た 紫 褐 色 で , 硝 脈 管 が 各 環 節 の 
前 方 部 で すけ て 見 える . し か し , 体 色 は 変異 が あり , 全体 が 灰 褐色 と な る 個体 も ああ る . B EB. 
胸部 の 気 門 の 周辺 部 は わずか に 隆起 する . AS 背面 後方 部 は 前 種 同 様 に 環 節 に そっ て 帯状 に 隆起 する 
が , 前 種 よ り 弱 い . また , A6 背面 に ! 対 の 小さ な 突起 が 生じ る . 胸部 と 腹 節 の 前 方 と 後方 部 は シッ 
状 に 隆起 する . 
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3. 所 検 標本 

神奈 川 県 平塚 12. VIL 1968 (258, 食 樹 シダ レ ヤ ナギ ) 採卵 飼育 : 東京 都 青梅 市 高 水 山 3. V. 1975 
(2 頭 , 食 樹 チャ ) : 神奈 川 県 横浜 市 東寺 尾 17. IV. 1975 (1 頭 , 食 樹 イヌ ッ ゲ ): 東京 都 多摩 丘 際 29. 
IV. 1976 (1 頭 , 食 樹 キ ブ シ ): 新潟 県 妙高 燕 温泉 26. VI. 1976 (13 頭 , 食 樹 シダ レ ヤ ナギ ) 採卵 飼育 
神奈 川 県 藤野 町 栃 谷 24. V. 1977 (1 頭 , 食 樹 ツバ キ ) ; 神奈 川 県 愛甲 郡 札 掛 19. VI. 1977 ( 初 令 幼 虫 
15 頭 ) 採卵 , 以上 中 島 採集 . 

4. 生態 に 関す る 知見 

食餌 植物 (18 科 23 種 ): Cephalotaxus drupacea イス ガヤ (イヌ ガヤ 科 ), Viburnum Awabuki サン 
ゴジ ュ (スイ カズ ラ 科 ) (長野 , 1905); Quercus sp. カン 類 , Q. serratta コナ ラ 類 (ブナ 科 ), Cytisus 
scoparius エニ ンダ (マメ 科 ) (長野 , 1910); Celtis sinensis var. japonica エノキ (ニレ 科 ) (熊倉 , 
1955); Q. accutissima クヌギ (ブナ 科 ) (熊倉 , 1956): Mex crenata イヌ ッ ゲ (モチ ノ キ 科 ) GEE, 
1957); Eurya japonica ヒサ カキ (7:80 (佐藤 , 1970); Horenia dulcis ケン ポ ナ シン (クロ ウメ モ 
ドキ 科 ) ; Weigela hortensis ター ウツ ギ (スイ カズ ラ 科 ) (佐藤 , 1972); Pieris japonica アセ ビ (YY 
ジ 科 ) , Hedera rhombea キズ タ ( ウ ュ ギ 科 ) , Malus Sieboldii ズミ (バラ 科 ) (佐藤 , 1975); Euonymus 
japonica マサ キ (ニシ キ ギ 科 ), Thea sinensis チャ (ツバキ 科 ) (FE, 1975); Elaeagnus sp. グミ 
(グミ 科 ) (中 村 , 1975); Stachyurus praecox キ ブ Y ( キ ブン 科 ) : Larix leptolepis カラ マツ (マツ 科 ) : 
Euptelea polyanda フサ ザク ラ (ヤマ グル マ 科 ) (CHE, 1976); Rhododendron mucronulatum var. 
ciliatum ゲン カイ ツツジ (マッ ジ 科 ) (中 島 , 1978a); Camellia japonica ツジ バキ (ツバキ 科 ) (FR, 
1978b); * Parthenocissus tricuspidata ツタ (ブドウ 科 ) . 

経過 習性 を みる と 若 令 中 令 幼 虫 で 越冬 し て , 5 月 中 ・ 下 旬 に 終 令 と な り , 食 樹 の 葉 片 や 核 を つづ 
o CB O< a TE OM CHET A. 成虫 は 6 々 7 月 に 羽化 し て 産卵 し , 幼虫 は 7<9 月 に 出現 す 
5. 2 回 目 の 成 虫 は 9 月 (下旬 ) ~11 月 CES) に 羽化 し て 産卵 する . 10 H—11 月 (中旬) REL 
た 幼虫 は 食 樹 の 枝 た に 静止 し た 状態 で 越冬 する . 本 種 の 幼虫 は 越冬 中 も 摂 食 行動 が 見 られ , 成長 する . 


Ourapteryx (Ourapteryx) nomurai INOUE 
ノム ラ ツ バ メ エ ダシ ャ ク (Fig. 53, 54) 


1. 外部 形態 

体長 50mm. 

頭 部 (Fig. 3): EE Pl は AF2 お よび 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 点 よ り 上 に ある . L1 は PI の や や 
下 に 位置 する . Pl と A3 間隔 は P1 P2 より や や 長い . A3 は AFL の や や 上 で PI と A2 か ら 同 
URS CHS. 

ae (Fig. の : 大 胸 は や や 幅広 く , 末端 歯 は り 本 で , 外縁 の 上 方 に 突出 部 を も つ . 

胴 部 (Fifs. 25,26): T2 の SD2 は D2 の や や 尾方 で , SD1 は LI の 背 方 に 位置 する . T3 の SD2 
は D2 の や や 尾方 で , L3 は L1 と 同じ 高 に ある . SD1 は T2 で は 他 の 刺 毛 より 微細 で , T3 で は 微細 
で な い . T2 の SD1, SD2, L1, L2, L3, T3 の SD2, L1, L2, L3 の 基部 は 小さ く 隆 超す る 場合 が 多い . 
腹部 で は D1 は A7 で は 気 門 の 頭 方 , SD1 と の 関係 は A1・AS で 尾方 , A2~A7 TRADE bi 
じ 長 さき で ある . SD1 は Al-A8 で 気 門 の 直 背 方 , A2~A7 で 頭 方 に ある . L2 は A6 で 気 門 の 前 緑 
OF, A7- A8 で は 直 腹 方 に 位置 する . L1 は A1・AS で 気 門 の 中 央 の 高き , AZ2* A6- A8 で 気 門 の 
T. A3・A4 で 気 門 の 下端 の 高 さ に 位置 する . LA は Al で は L3 と ほぼ 同じ 高き , A2~A6 で L3 
DEH, A7 で L3 と 同じ 高 さ か 腹 方 に ある . L3 は AL~A4 で SV3 と 同じ 高 さ で , AS で SV3 の や 
REFIT S. A1>A6 の 尊 面 後方 部 は 帯状 に 隆起 し , その 基部 に D2 が ある . A1・A2 の 1L2 
と 14,A4-ASOLIUBECEUS. また , A3 の 気 門 の 腹 後方 部 は 癒 状 に 大 きく 突出 し , L1, SV3, 
SV1 が 生じ る . 尾 脚 上 の ML は L3 より L2 に 近い . 肛 上 板 の SD1 は DI の や や \ 頭 方 に 位置 する . 
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A6 に は 小 環 は 生 じ な い . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 は 前 面 は 黄 褐 色 で , 全体 に 褐色 の 小紋 が 密 に あり , 中 央 部 は 融合 し て 帯状 に な る . ATS T8. 
を 帯び る . 体 は 全体 が 灰 礼 色 で Al 背面 後方 部 は 黄 白 色 の ハー ト 状 の 紋 が あり 黒色 で ふぁ ふち どら れる . 
また , 腹部 の 気 門 の 前 方 部 が 黄 白 色 と な る . 気 門 上 線 , 基線 お よび 上 腹 線 も 黒色 で 2 本 生じ る が , ^ 
Hie CHEE CHS. Al<A6 背面 後方 部 は 帯状 に 隆起 し , A5 と A6 は 他 の 節 に 比べ る と 大 きい . 
また , A2~A6 の 気 門 の 後方 に 癒 状 突起 が あり , 特に A3 は 大 きく , 側面 全体 が 隆起 する . 

3. 所 検 標本 

栃木 県 湯元 ( 奥 日 光 ) 5. VL 1977 (8 頭 , 食 樹 ユメ ッ が ) 中 島 採集 . 

4. 生態 に 関す る 知見 

食 樹 と し て Tsuga diversifolia (中島, 1976) の み が 知 られ て いる 。 ュ コメ ツガ (マツ 科 ) . 

生態 は 不明 な 点 が 多い が , 経過 習性 は 幼虫 が 山地 (2000 m) で 6 月 に 中 令 に な っ て お り , その 発生 
状況 か ら み て , 前 種 同様 に 幼虫 で 越冬 する と 考え られ る . 


Ourapteryx (Ourapteryx) obtusicauda (WARREN) 
コガ タツ バ メ エダ シャ ク (Fig. 55) 


1. 外部 形態 

体長 40 mm. 

頭 部 (Fig. 4): JE Pl は 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 し た 点 の 上 に ある . L1 PI の や や 下 に 位置 す 
2. Pi と A3 の 間隔 は Pl と P2 より や や 長い . A3 は AF] の 少し 上 で , PI と A2 か ら 同 じ 長 さ で 
ある . 

DE: 大 股 の 末端 歯 は 9 本 で , 上 唇 の 切れ 込み は 約 1/3. 

胴 部 (Figs. 27, 28): T2 の SD2 は D2 の や や 尾方 で , 13 の SD2 は D2 と Riab じ 長 さ で , 
D1, D2, SD2 は ほぼ 一 直線 上 に ある . L3 は LI と 同じ 高 さ で ある . SD1 は T2 で は 他 の 刺 毛 に 比べ 
て や や 微細 と な る が , T3 の も の は 徴 細 で な い . 腹部 の DI は A7 で は 気 門 の 頭 方 , SD1 と の 関係 は 
A1・A8 で は 尾方 , A2・A4・A5・A7 で は SD1 と 環 節 縁 か ら 同 じ で , A3・A6 で は 頭 方 に ある . 
SD1 は A1・A8 で は 気 門 の 前 縁 の 上 , A2~A7 は 頭 方 に ある . L4 は Al 々 A6 T L3 OFF, AT 
で は L3 と 同じ 高 さ で ある . L3 は A1・A2・AS で SV3 OFF, A3* A4 で は SV3 と 同じ 高 さ で あ 
る . AS の 背面 後方 部 に 大 き な 癒 状 突 起 を も ち , D2 が 生じ , A8 の DI ふ 小 突起 上 に 生じ る . 尾 脚 上 
の MLI iX L3 より 1L2 に 近い . 肛 上 板 の SD1 は DI の 頭 方 に 位置 する . BHO L3 か ら L2 の 後方 
部 と CD2 の 上 部 に 帯状 に 小 環 が 生じ , 肛 上 板 の 中 央 部 に も 小数 生じ る . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 は 灰 褐色 で 褐色 の 小 斑 が 規則 的 に 分 布 す る . AS 背面 後方 部 は 帯状 に 隆起 する . また , AS 背面 
に 1 対 の 小 突起 を ゃ つ . A6 腹 脚 の 側面 は 黄 白 色 と な る . 体 色 は 変異 が あり 緑 褐色 と な る 個体 も ある . 

3. 所 見 標本 

東京 都 多摩 丘 院 29. IV. 1963 (2 頭 , 食 樹 ユナ ラ ), 1. V. 1977 (1 頭 , 食 樹 ユナ ラ ): 神奈 川 県 愛甲 郡 
札 掛 $.V.1977 (1 頭 , 食 樹 チ ドリ ノ キ ), 14. V. 1978 (258, 食 樹 カワ ヤナ ギ ・ フ サザ クラ ) 東京 都 
高尾 山 10. V. 1978 (2, 頭 食 樹 イ タ ヤ カエ デ ・ フ サザ クラ ) 以上 中 島 採集 : 新潟 県 東蒲原 郡 実 川 15. V. 
1976 (2 頭 , 食 樹 アカ シン デ , タニ ウッ ギ ) : 新潟 県 黒川 村 胎 内 22. V. 1976 (1 頭 , 食 樹 アブ ラチ ャ ン ). 

4. 生態 に 関す る 知見 

食餌 植物 (15 科 23 種 ): Salix vulpina キツ ネ ヤ ナギ (ヤナ ギ 科 ) : Vaccinium Oldhami ナツ ハゼ 
(ッッ ジ 科 ) (熊倉 , 1956), Quercus serrata a コナラ (FFF) (中 島 , 1969a); Alnus pendula ヒメ ヤシ 
ャ ブシ (カベ ノ キ 笠 ), Q.crispula ミズ ナラ (ブナ 科 ), V. hirtum ウス ノ フキ, Rhododendron Kaempferi 
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ヤマ ツツジ (y 7 SR), Styrax Obassia ハク ウン ボク (エゴ ノ キ 科 ) (佐藤 , 1970); Weigela hortensis 
タニ ウツ ギ (スイ カズ ラ 科 ) (佐藤 , 1973a): Parabenzoin praecox アブ ラチ ャ ン (クス 科 ) ($, 
1974); Tripetaleia paniculata var. latifolia ホ ツ ツジ (ッッ ジ 科 ), Meliosma myriantha アワ ブ キ (7 
7 7 Bt), Viburnum dilatatum ガマ ズミ (スイ カズ ラ 科 ), Camellia rusticana ユキ ツバ ベ キ (ツバキ 
科 ), Actinidia arguta サル ナン (サル ナン 科 ) (佐藤 , 1974); Akebia quinata アケビ (アケビ 科 ) , 
Styrax japonica エゴ ノ キ (エゴ ノ キ 科 ), Callicarpa japonica ムラ サキ シキ ブ (クマ ツジ ヅラ 科 ) (佐藤 , 
1975), Carpinus cordata サワ ン バ (カベ ノ キ 科 ), Benzoin umbellatum クロ モジ (クス ノ キ 科 ) (HB, 
1975); *Salix gracilistyla カワ ヤナ ギ (ヤナ ギ 科 ), *Acer mono 4 RV ATF (カエ デ 科 ) , *Euptelea 
polyanda フサ ザク ラ (ヤマ グル マ 科 ) . 

経過 習性 に つい て 不明 な 点 が 多い が , 1 回 目 の 幼 虫 は 5 月 に 発生 する . また , 成虫 は 5~7 月 に 羽 
化 , EIB C 2A ODMR 8~9 月 に 発生 する . 幼虫 は 8 葉 を つづ っ た 粗 貢 の 中 で 遇 化 する. 


Ourapteryx (Ourapteryx) subpunctaria LEACH 
ヒメ ツバ メ エ ダン シャ ク (Fig. 56) 


1. 外部 形態 

体長 35 mm. 

頭 部 (Fig. 5): 刺 毛 Pl は AF2 お よび 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 し た 点 の 下 で , LI は Pl の 明らか 
PC, Pl と P2 の 間隔 は Pl と A3 に 等 し い . AZ は AFI の 上 で , Pl より A2 に 近い . 

Ham (Fig. 15): 大腸 の 末端 歯 は 10 本 , 外縁 の 上 部 は 突出 する . LEON AAILW 3/5. 

胴 部 (Figs. 29, 30): T2 の SD2 は D2 LRRD bm UD, や や 尾方 で , L3 は Ll の 背 方 に あ 
5. T2・T3 の SD1 は 微細 で な い . T2 の SD1 と SD2 の 基部 は 隆起 する . 腹部 で は DI は A1・A8 
は 気 門 の や や 尾方 , A2~A6 で 気 門 の 頭 方 , A7 で 気 門 の 前 縁 の 上 に ある . SD1 は Al で は 気 門 の 直 
育 方 , A2~A6 で 頭 方 , AT* A8 で 気 門 の 前 縁 の 上 に ある . L2 は Al で 気 門 の 中 央 の 高 さ の 頭 方 , 
A2~ A5 + A8 で 気 門 の 頭 方 , A6 で 前 縁 の 下 , A7 で 直 腹 方 , L1 は A1 で 気 門 の 中 央 の 高き で , A2~ 
A8 で 気 門 の 下 に 位置 する . L4 は Al-A4* A6* A7 CL3 DERT AS で は 同じ 高き で ある . L3 
は Al-AS で SV3 の 背 方 に ある 。A1 と AS の D2 と A8 の DI は 大 き な 突 起 上 に 生じ , A3~A7 
の LI は 基部 が 隆起 する . 特に A3 の も の は 大 き な 突 起 で ある . 尾 脚 上 Fig. 34) の ML1 は L2 と 
L3 の 中 間 に 位 置 す る . 肛 上 板 の SD1 は 変異 が あり , D1 の 腹 方 の 場合 も 尾方 の 場合 も ある . 尾 脚 に 
は 前 種 と 同じ 様 な 位置 に 小 環 が 多数 生じ , 肛 上 板 の 中 央 部 に も 散在 する . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 は 灰 褐 色 . 体 は 全体 が 赤褐色 で 側線 は 黒色 の 2 本 の 線 が 生じる が , 不 連続 で 不明 瞭 で ある . 気 
門 上 線 も 黒色 で , 断続 的 に 現われ る . 中 ・ 後 胸 の 脚 の 基部 前 方 部 に 黄 白 色 の 絞 が 生じる. A1・AS の 
背面 後方 部 に 1 対 の 大 き な 突 起 を も つ , AS の も の は 突起 の 基部 が 融合 する 場合 も ある . A3 の 気 門 の 
後方 部 は 側 方 に 大 きく 突出 する . また AS 背面 前 方 部 に ゃ も 1 対 の 小さ な 突起 が 生 US. 

3. 所 見 標本 

長野 県 軽井沢 小瀬 9. VIL 1968 (7 頭 , 食 樹 サワ フタ ギ ), 20. V.1973 (2 Wü, 食 樹 サワ フタ ギ ) : 
群馬 県 赤城 山 1. VIM. 1973 (488, 食 樹 サウ フタ ギ ) 以上 中 島 採 集 . 

4. 生態 に 関す る 知見 

既知 の 食 樹 は , Symplocos chinensis var. leucocarpa サワ フタ ギ (ハイ ノ キ 科 ) (中 鳥 , 1969a) の みみ 
の 単 食性 で ある . 
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Ourapteryx (Euctenurapteryx) maculicaudaria (MOTSCHULSKY) 
シロ ツバ メ エ ダシ ャ ク (Fig. 57, 58) 


1. 外部 形態 

体長 50mm. 

頭 部 (Figs. 6,12): 刺 毛 Pl は AF2 お よび 前 額 縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 点 の 上 に ある . L1 は Pl と 同 
じ 高 さか や や 上 に 位置 する . Pl と A3 の 間隔 は P1 と P2 より や や 長い . A3 は AF1 の 少し 上 で PI 
と A2 か ら 等 間隔 で ある . 

Car (Fig. 10): AiO AMEE 8 本 で 外 継 の 上 部 は 小さ く 突 出す る . 上 唇 の 切れ 込み は 1/4 fiz. 

胴 部 (Figs. 31, 322: T2 の SD2 は D2 l Reo SACRA, L3 は LI の や や 背 方 に 位置 す 
5. T3 の SD2 は D2 と 環 節 縁 か ら 同 長 で , D1・D2・SD2 は ほぼ 一 直線 上 に ある . L3 は L1 OF 
方 に 位置 する . SD1 は T2 で 他 の 刺 毛 ょ り 微 細 で , T3 で は 微細 で な い . 腹部 で は A7 の DI は 気 門 
の 直 背 方 , D1 は Al で SD1 の 尾方 , A2・A7・A8 で SDI と 環 節 縁 か ら 同 長 で , A3>AS・A6 で 
は SDI の 頭 方 に ある . SD1 は A7* A8 で 気 門 の 直 背 方 で A1~A6 で は 頭 方 に 位置 する . L2 は Al 
で 気 門 の 下端 の 頭 方 , A2~A7 で 頭 方 , AS CIAO, L4 は AL A4 * A6 で L3 の 背 方 , A5・ 
A7 T L3 と 同じ 高 さ で ある . L3 は A1 々 A3 で SV3 と 同じ 高 さ で A4* A5 で SV3 の 背 方 で ある . 
A6 の D2 は 癒 上 に あり , A8 の DI ふも 小さ な 突起 上 に ある . BHO MLI は L2 と L3 の ほぼ ば 中間 か 
L2 に や や 近い . ILEI (Fig. 37) の SD1 は D1 の や や 尾方 に 位置 する . 尾 脚 お よび 肛 上 板 に は 小 環 
は な い 、. 

2. 体 色 斑 紋 

頭 部 は 英 緑 色 で 外 継 が 黒色 の 帯 で 線 ど られ る . 体 は 全体 が 淡 緑 色 で , BiRld 2 本 の 黒色 の 帯 で 融合 
し て 1 本 の 帯 と な っ て いる 部 分 も ある . 側線 は 黒色 の 帯 が 断続 的 に 生じ , 気 門 上 線 は 黒色 の 2 本 の 線 
が 明瞭 に 現われ る . 腹面 は 基線 と 上 腹 線 が 各 2 本 づつ 生じ る が , 基線 は 融合 し て 幅広 い 帯 と な る こと 
が 多い . 腹 脚 の 基部 は 褐色 に な る . A6 と AS 背面 に 1 対 の 突起 を も つ . 

な お , 体 全 体 が 暗 紫 褐色 で 腹部 の 側面 の 前 方 部 が 斑紋 状 に 緑色 に な る 型 が ある . この 型 で は 頭 部 は 
褐色 と な る . 

3. 所 見 標本 

群馬 県 利根 郡 丸沼 3. VIL. 1962 (19 頭 , 食 樹 イヌ ガヤ ): 群馬 県 水上 町 土合 28. V. 1968 (4 頭 , イ 
RAV); 栃木 県 湯元 (RAS) VIL 1968 (4 頭 , 食 樹 イヌ ガヤ ): 神奈 川 県 藤野 町 栃 谷 12. V. 1974 
C Bü, 食 樹 イヌ ガヤ ), 神奈 川 県 津久井 町 島屋 1. V. 1977 (658, 食 樹 イヌ ガヤ ) . 

4. 生態 に 関す る 知見 

イチ イ 科 と イヌ ガヤ 科 に 限ら れ た 狭 食性 で ある . 

食餌 植物 (2 科 4 種 ): Cephalotaxus drupacea イヌ ガヤ (イヌ ガヤ 科 ) (佐々 木 , 1902): Taxus cus- 
pidata イチ イ , T. cuspidata var. umbraculifera キャ ラボ ク (安藤 , 1931); Torreya mucifera var. ra- 
dicans チャ ボ ガ ヤ (イチ イ 科 ) (佐藤 , 1973b). 

経過 習性 は ウス キツ バ メ エダ シャ ク に 似 て お り , 食 樹 上 で 若 令 で 越冬 し て , 5-6 月 に 出現 し , 産卵 
し 幼虫 が 7~9 月 に 現われ , 2 回 目 の 成虫 が 9~11 月 に 羽化 し て 産卵 し , 魚 化 し た 幼虫 は その まま 越 
APS. 若 令 幼 虫 は 群 棲 し て お り , 食 樹 が 刺激 を 受け る と 糸 を 吐い て 垂下 する 習性 を も つ . BALK 
SRL is EROS > CHRO V COM CHEFS. 


Genus Tristrophis BUTLER, 1884 


本 属 に 属す る の は T. veneris (BUTLER) トラ フツ バ ベ メ エダ シャ ク の み で ある の で , Ourapteryx と の 
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比較 を し な が ら 種 の 記載 を する . 本 種 に つい て の 報告 は 食 樹 に つい て 中 島 (1969, 1976), 佐藤 (1977) 
が ある の み で ある . 


Tristrophis veneris (BUTLER) 
トラ フツ バ メ エダ シャ ク (Fig. 59) 


1. 外部 形態 

体長 25 mm. 

頭 部 (Figs. 39, 42): 頭 幅 は 高 さ の 0.6 倍 位 . 刺 毛 は 1 次 刺 毛 の み で ある . P1 は AF2 BLU GI 
縫 線 と 中 縫 線 の 合 一 点 の 少し 下 で , L1 は PLOFT, P1 と A3 の 間隔 は Pl と P2 より 少し 長い . 
A3 は AFI の 上 で P1 と A2 か ら 等 間隔 で ある . A2 は P1 と P2 の 外 方 に ある . F1 は Fa の 少し 上 
に ある . 

Fide (Figs. 40, 41, 43, 44): 大 乳 は 非常 に 局 平 , 末端 歯 は 8 AC, 外縁 の 第 1 歯 の 基部 が 突出 す 
る . 内 歯 は 欠く . 上 唇 の 切れ 込み は 約 1/6 で 非常 に 浅い . 表面 の 刺 毛 M1・M2・M3 は 1 直線 上 に 
な く , M2 を 直 点 と する 鈍 角 三 角形 と な り , Ourapteryx より 角度 が 大 きく な る . 裏面 の 上 咽頭 咽 毛 
(epipharyngeal seta) は 中 央 の も の (EP2) LEERD 5 2 OH CH), 最 外側 (EP3) 050 5 EE 
に 達し て いる . 吐 糸 管 の 長 さ は 幅 の 約 1.7 倍 で , 先端 で 少し 細 ま る . 先端 は 下 唇 疾 の 未 端 節 を 越え る 
が , 末端 刺 毛 は 越 を な い . 小腸 の 端 部 (terminal lobe) に は 2 個 の 乳頭 状 構 造 (papilla-like structure) 
が 見 られ 大 き さ は ほぼ 同じ で ある . (Fig. 43) 

胴 部 (Figs. 45, 46,47): 体 は 円 筒 形 で , 頭 方 か ら 尾 部 まで 同じ 太 さ で , 突起 お よび 冶 は な い . TI 
の D1 は XD1 と D2 は XD2 と ほぼ 同じ 高 さ で , XD1 と XD2 の 間隔 は D1 と D2 に 等 し い . T1 の 
SD1 と L2 は 他 の 刺 毛 に 比べ て 微細 で ある . T2 の D2 は DI と 環 節 縁 か ら 同 じ 長 さ で , SD2 は D1・ 
D2 の 尾方 , L3 は SD1 OBA CLI OHH, T2 の SD1 は 他 の 刺 毛 に 比べ て や や 微細 で ある . 30 
D1 は D2 と 環 節 縁 か ら 同 じ 長 さ で , L3 は L の 背 方 に 位置 する . T3 の SD1 は 微細 で な い . 腹部 で 
は Di は Ai・AS は 気 門 の 直 背 方 , A2~A7 で は 気 門 の 頭 方 , L2 は Al4AS で は 気 門 の 下 で , 
A6~A8 で 気 門 の 直 腹 方 , 気 門 か ら の 長 さ は Al * A4 A6* A7 で は 気 門 か ら LI と の 長 さ より 長く , 
A2* A3* A8 で は ほぼ 同 長 で ある . L1 は Al で 気 門 の 中 央 の 高 さ で, A2~A8 で は 気 門 の 下 に ある , 
L4 は AL~A4 で は 気 門 の や や 頭 方 で A6・A7 で 直 腹 方 , AS は 前 縁 の 下 , AS で 尾方 に 位置 する . 
また , TL4 は A1 々 AS で SV3 OFAC, A1* A2* A4. A5 CL3 と 同じ 高き で , A3・A6・A7 で 
L3 DHHS. L3 は Al AS で SV3 OWHICHS. SV 刺 毛 群 は A1 で 2 本 , A2 マ AS で 3 本 。, 
A6 の 腹 脚 上 で 5 本 , A7~A9 で 1 本 で ある . Al で は SV2 を 欠き , SV1・SV3・V1 は ほぼ 1 直線 上 
に ある . L3 は A1・A2 で は D2 の 頭 方 で A3~A7 で は D2 の 尾方 で 最 外 方 に 位置 する . TI oA 
は A1 の 気 門 と ほぼ ば 同じ 大 き さ で ある . BBE (Fig. 48) の L2 は L3 より L1 に 近い . ML1 は L2 
と L3 の 中 間 に あ る . CD2 は L2 の 背 方 で L3 より L2 に 近い . CP2 は L1 OBA, CP1 は L2 の 
背 方 に ある . WE (Fig. 49) は 丸 味 を 帯び , SD1 は DI の や や 尾方 か 同じ 高 さ に ある . DI は D2 
の 外 方 で 左右 の D1 の 間隔 は D2 の 約 3 c LI の や や 外 方 に ある . 釣 瓜 は 長短 二 型 の 半 環 状 で , 数 
は A6 で 28~30, BRIG 25>27 本 で ある . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 は 小さ く , 茶褐色 で 外縁 が 黄色 と な る が , これ は 気 門下 線 か ら の 続き で ある . 体 は 全体 が 鮮 緑 
色 で , 側線 ・ 気 門下 線 ・ 基 線 が 黄色 の 帯 と し て 明瞭 に 現われ , 特に 気 門下 線 は 幅広 い . A6 脚 側面 お 
よび 尾 脚 の 前 方 部 は 赤 裾 色 と な る . 

3. 所 検 標本 

栃木 県 湯元 ( 奥 日 光 ) 6. VI. 1962 (2 Wü, 食 樹 モミ), 30. VI. 1968 (1 頭 , 食 樹 ユメ ツガ ): 群馬 県 赤 
城山 29. VII. 1969 (1 頭 , 食 樹 モミ ). 
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4. 生態 に 関す る 知見 

食 樹 は マッ 科 の 3 種 が 知ら れ , RACHA. 

食餌 植物 (1 科 3 種 ): Tsuga diversifolia コメ ッ ガ (中 島 , 1969a); Abies ferma モミ (中 島 , 1970) 
以上 中 島 採集 , 4. sachalinensis アカ トド マツ 人 (佐藤, 1977), 上 条 ・ 東 浦 採 集 . 


考 Ex 


この 研究 で 扱っ た 種 は , A6 に 顕著 な 過剰 刺 毛 を 有する 点 で まとまっ た 群 と みな すこ と が で きる . 
これ ら を 幼虫 の 外部 形態 , 刺 毛 配 列 か ら 分 類する と 次 の よう に な る . 

A-1 群 : フト スジ ッ ツバ メス エダ シャ ク , ウス キツ バ ベ メ エダ シャ ク , ノム ラ ツ バ ベ メ エダ シャ ク . 

A-2 群 : コガ タツ バ メ エダ シャ ク , ヒメ ツバ ベ メ エダ シャ ク . 

B 和 群 : シロ ツバ メ エ ダシ ャ ク . 

C 和 群 : トラ フツ バ メ エダ シャ ク グ . 

A 群 は A5 の D2 刺 毛 が 交 ま た は 突起 上 か ら 生じ る な ど , B 群 と 明瞭 に 区 別 さ れる が , ここ に 含ま 
れる 5 種 は 体 に 生じる 突起 や 冶 の 状態 で A-1 HL A-2 群 の 亜 群 に 分 ける こと が で きる . BRL CH 
は それ ぞ れ 1 種 が 含ま れる だ け で あり , 針葉樹 を 食 樹 と する と ころ か ら , AL 群 の ノム ラッ バ メ エダ 
シャ ク と 共通 する 形態 も み ら れ る が , B 群 は 頭 部 の 形態 , 刺 毛 等 に も A 群 と 差 が かみ ら れ , 胴 部 の 突起 
も 少な く A 群 と は か な り 相 違 す る . また , C 群 は 針葉樹 を 食う 種 に み ら れ る 特徴 を 最も 顕著 に そ た 
Ao 大 腫 も 届 平 と な り , 体 に は 突起 を 全く 欠い て お り 他 の 群 と は 明瞭 に 区 別 さ れる . 

井上 (0977) は 成虫 の 形態 か ら こ れ ら 7 種 を 2 属 に 分 け , ARL B SEX Ourapteryx と し て まとめ , 
それ ぞ れ の 群 を 亜 属 と し て 扱い , CHER Tristrophis と し て 区 別 し た 。 幼虫 の 形態 か ら み た 場合 , CH 
を 属 と し て 区 別 する 点 で は 井上 (1977) の 見 解 と 一 致す る が , A 群 と B 群 も 同様 に 属 レベ ル の 相違 が 
ある よう に 思え る . そし て , A 群 の 中 の A-1 群 と A2 群 を 亜 属 と し て 扱っ た 方 が 妥当 の よう に 思う . 
し か し , 若干 の 相違 が ある と は いえ ぇ , 幼虫 の 形態 か ら も 井上 (1977) の 分 類 の 大 要 は 支 持 さ れ て お り , 
本 研究 の 学名 の 扱い は それ に 従っ た . 幼虫 の 形態 を 含め た ツバ メ エ ダシ ャ ク 群 の 再 検討 が 今後 の 課題 
と し て 残さ れ て いる と いえ を よう. 
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Summary 


The present paper is a part of taxonomic study of the larvae of the Japanese Geometridae. 
In this paper the author described the mature larvae of all the nominal species of the genera Our- 
apteryx LEACH and Tristrophis BUTLER occurring in Japan. The terminology for the seta is of 
HINTON’s (1946) system; setae of anal proleg and anal shield are named according to DUGDALE (1961); 
seta on the first seven abdominal segments is called L4 following DUGDALE (1961). Individual segments 
of thorax and abdomen are briefly referred to as T1 to T3 and Al to A10 respectively. 


Genus Ourapteryx LEACH, 1814 


Head with or without a small marking, secondary seta absent. Seta P1 midway between P2 
and A3 or slightly closer to P2 than to A3. Seta A3 above level of AF1 except for O. persica. 
Labral emargination about 1/3 to 2/5 of its whole length except for O. maculicadaria. Mandible 
with 8-10 distal teeth. Seta D1 directly dorsad or caudad from spiracle on A2 to A6. Seta L1 
directly caudad from height of center of spiracle on A1, posteroventrad from spiracle on A2 to A8. 
Seta SV1 straight below SV3, forming a near-straight line with V1, but their setae sometimes not 
forming a straight line because of seta SV1 changing its position. A6 with a distinct external seta 
on cephalad of ventral proleg. Mesoseries of crochets of ventral and anal prolegs interrupted in 
the middle. Anal shield rounded, depressed at apex. 


Key to Japanise species of Ourapteryx 
1. Seta D2 occurring on tubercle on A5; D1 distinctly cephalad from spiracle on A7. Anal plate 


with many annuli (Subgenus Ourapteryx) 0.00... ec ccc hh mh 2 
— Fifth abdominal segment almost smooth; seta D1 directly dorsad from spiracle on A7. 
Anal plate almost smooth (Subgenus Euctenurapteryx) エエ に に ュー に に ーーー バー バー maculicaudaria 
2. Seta D2 not occurring on tubercle; D1 on A8 occurring on tubercle ..................0.. 3 
— Seta D2 occurring on distinct tubercle; D1 on A8 not occurring on tubercle or weakly raised 
basally niiu n Wyre etn als ee Pewee a ete RA Ge ded ated ee ant eser font re ee o EE 4 
3. Head almost unmarked; seta A2 on a level with or below level of F1. Seta D2 on A1 and 
L1 on A3 occurring on tubercle; seta D1 caudad from spiracle on Al. ........ O. subpunctaria 
— Head covered with markings; seta A2 above level of F1. First and third abdominal segments 
almost smooth, seta D1 directly dorsad from spircale. ーー・ O. obtusicauda 
4. Head Seta A3 on a level with AF1; L1 below level of P1; A3 closer to A2 than to P1. 
Mandible exserted on exterior region. よし に に に に に に に に に に ・・ に トー トト トト トト に トト レレレ トレー イー O. nomurai 
— Head seta A3 above level of AF1; L1 on a level with or above P1; A3 same distance from A2 
and P1. Mandible almost smooth on exterior region... .. 0... ccc cect ete hh 5 


5. Third abdominal segment has a large tubercle with setae L1, SV3 and SV1 on posteroventrad 
from spiracle. Thoracic and abdominal segments with many and small tubercles on lateral 
region. Seta SD1 cephalad from spiracle on Al and AS. O. persica 

— Third abdominal segment almost smooth or weakly elevated on posteroventrad from spiracle. 
Thoracic and abdominal segments almost smooth without tubercle. Seta SD1 directly dorsad 
from spiracie on Aland AS espinata fa atid nome wae eee eae RO d Gat ss O. nivea 
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Genus Tristrophis BUTLER, 1884 


Head without secondary seta; vertex almost rounded. Seta P1 below level of AF2 and 
meeting point of coronal and frontal suture. Seta L1 below level of P1; seta P1 slightly closer 
to P2 than to A3. Seta A3 above level of AF1, same distance from P1 and A2. Mandible wide 
and flat, with 8 distal teeth; exserted on exterior region. Labral emargination about 1/6. The 
second and third epipharyngeal setae extending beyond or reaching the margin of labrum. Spin- 
neret about 1.7 times as long as its basal width, narrowed terminally. Body almost cylindrical, 
without tubercle. Setae D1 and XD1 same distance from the margin of segment on T1; distance 
from XD1 to XD2 and from D1 to D2 the same. Distance of setae D2 and D1 from the margin 
of segment is equal on T2; SD2 caudad from D1 and D2; L3 ventrad from SD1, dorsad from L1. 
Seta D1 straightly dorsad from spiracle on A1 and A8, cephalad from spiracle on A2 to A7. Seta 
L2 anteroventrad from spiracle on Al to AS, straightly ventrad from spiracle on A6 to A8. Seta 
L1 straightly caudad from height of center of spiracle on A1, ventrad from spiracle on A2 to A8. Seta 
L4 dorsad from SV3 on A1 to A5, on a level with L3 on Al, A2, A4 and A5, and dorsad from 
L3 on A3, A6 and A7. Seta L3 dorsad from SV3 on Al to AS. Setae SV1, SV3 and VI 
forming a near-straight line on Al. Spiracle on T1 aslarge as that of Al. Seta L2 closer to L1 than 
to L3 on anal proleg. Anal shield rounded; seta SD1 on a level with or slightly caudad from D1. 
Seta D1 latrad from D2; D1 on both sides almost three times of distance of D2 on both sides. 
Mesoseries of crochets of ventral and anal prolegs similar to those of Ourapteryx. 

This genus is monotypic: Tristrophis veneris (Butler). 
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Figs. 1-6. Last instar larvae of Ourapteryx. 1. O. persica, head; 2. O. nivea, ditto; 
3. O. nomurai, ditto 4. O. obtusicauda, ditto; 5. O. subpunctaria, ditto; 6. 
O. maculicaudaria, ditto. 
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Figs. 7-18. Last instar larvae of Ourapteryx. 7. O. persica, labrum; 8. O. nivea, 
ditto; 9. O. nomurai, ditto; 10. O. maculicaudaria, ditto; 11. O. persica, ocellar 
area; 12. O. maculicaudaria, ditto; 13. O. nivea, mandible; 14. O. nomurai, 
ditto; 15. O. subpunctaria, ditto; 16. O. maculicaudaria, ditto; 17. O. persica, 
spinneret and labial palpus; 18. ditto, two papilla-like structure on terminal 
lobe of maxilla. 
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Figs. 19-24. Last instar larvae of Ourapteryx. 





19. O. persica, setal maps of thoracic 
segments; 20. ditto, setal maps of 1st abdominal segment; 21. ditto, setal maps 


of abdominal segments; 22. ditto, tubercle on posteroventrad of spiracle on 


A3; 23. O. nivea, setal mpas of thoracic segments; 24. ditto, setal map of Ist 
abdominal segment. 
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Figs. 25-30. Setal maps of thoracic and abdominal segments. 25. O. nomur 


| | | / 
T1 | T2 (^ AS AS 


ai, 


prothoracic segment; 26. ditto, tst and 3rd abdominal segments; 27. O. obtusicau- 
da, pro- and mesothoracic segments; 28. ditto, 1st and 3rd abdominal segments; 
29. O. subpunctaria, pro- and mesothoracic segments; 30. ditto, 3rd and 5th 


abdominal segments. 
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Figs. 31-37. Last instar larvae of Ourapteryx. 31. O. maculicaudaria, pro- and 
mesothoracic segments; 32. ditto, 1st and 2nd abdominal segments; 33. O. persica, 
anal proleg; 34. O. subpunctaria, ditto; 35. O. persica, anal shield; 36. O. nivea, 
ditto; 37. O. maculicaudaria, ditto; 38. O. persica, crochet of anal proleg. 
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Figs. 39-45.  Tristrophis veneris. 39. head; 40. spinneret and labial palpus; 41. 
mandible; 42. ocellar area; 43. two papilla-like structure on terminal lobe of 
maxilla; 44. labrum; 45. setal maps of thoracic segments. 
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Figs. 46-49.  Tristrophis veneris. 
48. anal proleg; 49. anal shield. 
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46. setal maps of abdominal segments; 47. ditto; 
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Figs. 50-59. Last instar larva. 50. O. persica; 51. O. nivea, lateral aspect; 52. ditto, 
dorsal aspect; 53. O. nomurai, lateral aspect; 54. ditto, dorsal aspect; 55. 
O. obtusicauda; 56. O. subpunctaria; 57. O. maculicaudaria, green form; 58. 
ditto, purplish brown form; 59. Tristrophis veneris. 
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